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別 紙 ３ 

平成２６年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 
 １．研究領域番号  Ａ６ 教育情報メディア 
 
 ２．研究課題名  マンガを活用したアンプラグド・コンピュータ科学教育教材の開発 
 
 ３．研 究 期 間  平成２６年 ４月 １日 ～ 平成２７年 ３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

牧野 圭一 京都造形芸術大学・マンガ学科 教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

岡本 健 奈良県立大学・地域創造学部 講師  

岡部 成玄 北海道大学 名誉教授  

山本 裕一 北海道大学・情報基盤センター 助教  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

黄 松愛 中国・東北師範大学・伝媒科学学院 准教授  

隅谷 孝洋 広島大学・情報メディア教育研究センター 准教授  

 
６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 
申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 
記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  
発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

本研究の研究代表者・分担者は，これまで，高等教育における教育の質的改善の一つの手法とし

て，マンガを用いることを提案・実践し，その効果を実証的に確認してきた。マンガは，強調と省

略を得意とする表現形式であり，学習者の思考状況や情報を伝達する際の強調点などを把握しやす

いといった特徴を持っている。 

本研究の題目にあるアンプラグド・コンピュータ科学による教育とは，コンピュータ科学の基礎

的概念を，コンピュータを使わずに理解することを想定した教育である。その際のポイントとなる

のは，当該概念をどのような比喩や例示を用いて表現するかという点，その比喩や例示によって，

本来の基礎的概念の何が捨象されるかを正確に理解する点にあると考えている。この比喩や例示を

用いるという手法は，マンガにおける省略と強調と似た性質を持っている。そのため，学習者が想

起したアンプラグド教材を，一コママンガで表現することによる学習者の理解を促進する可能性に

ついて，本研究では検討した。 

例えば，コンピュータのキャッシュメモリについて，アンプラグドな例で，その性質を表現する

ことを学習者に課したとする。実際に授業実践を行うことにより，学習者が例示として検討した例

は下記のようなものである。 

 ・手紙を書いて，相手に送るような作業を考える。 



 2 
 

 ・手紙に用いる単語は，必ず単語カードから転記して記載することとする。 

 ・一回ずつ，単語カードを遠くに取りに行き，席に戻って転記を繰り返して手紙を書くことと  

手元に単語カードを一定数保存できるトレーを置いた際に，手紙を書くスピードが，どのよう

に変化するかのゲームをさせる。 

といった具合である。 

例えば，このような具体例に対し，マンガで表現することを考えると，何を省略し，何を強調させ

るのが適当であろうか。 

学習者に考えさせる一つの方法として，連漫画での表現を検討している。 

・最初に表現すべきテーマ（上記では，コンピュータのキャッシュメモリ）を学習者に提示する。 

・最初のコマとして，一つのマンガ表現を提示する（相手を連想して手紙を書いているコマ等）。 

 

その後は，学習者がグループを形成し，学習者に一コマずつ，マンガを連ねることを課し，最終的

に伝えたい学習テーマを表現するように，マンガを連ねることを通じて，学習テーマを表現してい

くといった方法を検討している。 

 

このような連漫画による学習テーマ理解の新手法について，本共同研究にて検討を進めたので，平

成 27年度の授業にて，実践を進め，課題と展望をまとめていく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


